 ６ 特殊分類別（財別）出荷の動向

～最終需要財、生産財ともに低下～
平成23年の特殊分類別出荷指数では、最終需要財は82.8で前年比2.5％低下、生産財は78.3で同4.7％低下となった。

最終需要財の動向をみると、投資財は前年比5.4％上昇、消費財は同4.2％低下となった。

これを四半期ごとの前期比でみると、投資財は23年Ⅰ期、Ⅱ期と上昇した後、Ⅲ期、Ⅳ期と低下した。消費財はⅠ期に低下した後、Ⅱ期、Ⅲ期と上昇し、Ⅳ期に再び低下した。
また、生産財の動向を四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期に上昇、Ⅱ期に低下、Ⅲ期に上昇、Ⅳ期に低下と、上昇と低下を繰り返した。
特殊分類別(財別)出荷指数の四半期別推移　(季節調整済指数：平成17年=100)
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